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■原油・資源価格の下落により豪州では利下げ観
測がやや強まっています。ただし、雇用や住宅市
場の緩やかな拡大を背景に相対的に高い金利
水準が維持されると見られます。利下げの場合 

原油・資源価格の下落で、豪ドルの見通しは？ 

原油・資源価格の下落局面でも、豪ドル円レートの下落は小幅です。豪州経済の底
堅さと日銀による強力な金融緩和が支え、豪ドルは底堅く推移する見込みです。 

 でも影響は限定的となりそうです。 
■中長期でも、消費市場が拡大することにより主
要国に比べ高い経済成長率を維持し、豪ドルは
円に対し底堅く推移する見込みです。 

オーストラリア 

豪ドルの見通し 

日銀の強力な金融緩和により上昇傾向 

（注)データ期間は2006年1月～2015年1月、各月末終値。2015年1月は22日終値。日豪金利差は豪州国債利回り（2年物）と日本国債利回り（2年物）との差。 
   商品価格指数はCRB指数（原油、農産物、金属など幅広い商品を含む）。（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

豪ドル高 
（円安） 

豪ドル安 
（円高） 

豪州経済の底堅さが下支え要因となり
原油・資源価格下落の影響は限定的 

豪ドル円レートと原油・
資源価格、金利差との
連動性は低下傾向 
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